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『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
無
刊
記
本
の
一
本 

青 

木 

賜
鶴
子 

要 

旨
北
村
季
吟
の
伊
勢
物
語
注
釈
書
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
板
本
は
、
無
刊
記
本
が
最
も
古
く
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
八
月
長
尾
平
兵
衛
版
、

同
藤
野
九
郎
兵
衛
版
が
こ
れ
に
次
ぐ
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
心
斎
文
庫
に
は
無
刊
記
本
を
含
む
一
五
本
の
刊
本
が
蔵
さ
れ
、
初
期
の
版
が
多
い
の
は

貴
重
で
あ
る
。

現
存
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
版
が
、
後
水
尾
上
皇
へ
の
献
上
に
つ
い
て
記
し
た
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
付
の
周
令
の
跋
文
を
持
つ
。
板
本
以
前

に
成
立
し
た
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
（
寛
文
二
年
序
）
奥
書
に
よ
れ
ば
、
周
令
は
献
上
の
後
に
季
吟
所
持
の
本
に
跋
文
を
記
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

板
本
の
跋
文
は
板
本
刊
行
に
際
し
季
吟
所
持
本
に
あ
っ
た
跋
文
を
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
ご
ろ
入
手
し
た
無
刊
記
本
は
、
こ
の
周
令
の
跋
文
を
持
た
ず
一
部
の
文
字
が
他
と
異
な
る
。
本
稿
で
は
、
鉄
心
斎
文
庫
本
を
中
心
に
初
期
の

版
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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一
は
じ
め
に 

  

北
村
季
吟
の
伊
勢
物
語
注
釈
書
『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
の
板
本
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
や
影
印
が
刊
行
さ
れ
、

 

（
1
）

数
種
の
版
が
知
ら
れ
る
。

現
在
ま
で
に
確
認
し
た
も
の
は
次
の
七
種
で
あ
る
。 

イ 

無
刊
記
の
本
。 

ロ
「
延
宝
八

庚申

年
仲
秋
吉
辰
／
長
尾
平
兵
衛
開
板
」
の
刊
記
を
も
つ
も
の
。 

ハ
「
延
宝
八

庚申

年
仲
秋
吉
辰
／
藤
野
九
郎
兵
衛
梓
」
の
刊
記
を
も
つ
も
の
。 

ニ
「
延
宝
八

庚申

年
仲
秋
吉
辰
／
藤
野
九
郎
兵
衛
梓
」
を
残
し
、
次
の
二
丁
に
「
平
安
書
林
／
橘
枝
堂
蔵
版
目
録
／
京
二
条
通
冨
小
路

西
江

入
町
／
野
田
藤
八
」
に
始
ま
る
目
録
が
あ
る
も
の
。 

ホ
「
延
宝
八

庚申

年
仲
秋
吉
辰
」
を
残
し
、
奥
付
に
「
文
化
二
年
丑
六
月
補
刻
／
京
都
書
林
／
野
田
藤
八
／
長
村
半
兵
衛
／
朝
倉
義
助
」

と
あ
る
も
の
。 

へ
「
延
宝
八

庚申

年
仲
秋
吉
辰
」
を
残
し
、
表
紙
見
返
し
に
「
北
村
季
吟
著
／
伊
勢
物
語
拾
穂
抄 

全
二
冊
／
文
政
十
一
歳
戊
子
春
補

刻
／
大
阪
書
林 

奥
田
松
庇
閣
蔵
」
、
奥
付
に
「
松
庇
閣
蔵
版
書
目 

大
阪
心
斎
橋
通
博
労
町
／
古
本
売
買
仕
候
／
奥
田
彌
助
」
と

あ
る
も
の
。 

ト
「
延
宝
八

庚申

年
仲
秋
吉
辰
」
を
残
し
、
奥
付
に
「
京
都
書
肆
／
一
条
通
日
暮
西
／
石
田
治
兵
衛
」
と
あ
る
も
の
。 

 

ニ
以
下
は
延
宝
八
年
刊
本
の
後
印
と
見
ら
れ
、
刊
年
の
あ
る
も
の
で
は
ロ
ハ
が
最
も
古
い
。
鉄
心
斎
文
庫
に
は
板
本
一
五
本
が
蔵
さ
れ
、

う
ち
一
三
本
は
イ
ロ
ハ
に
属
す
る
。
本
稿
で
は
、
鉄
心
斎
文
庫
本
を
中
心
に
初
期
の
版
に
つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
、
先
ご
ろ
入
手
し
た
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無
刊
記
本
の
紹
介
と
位
置
づ
け
を
試
み
る
。 

 

二 

鉄
心
斎
文
庫
本
の
詳
細 

  

鉄
心
斎
文
庫
本
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
同
じ
版
で
も
摺
り
の
良
し
悪
し
が
あ
っ
た
り
書
入
が
見
ら
れ
る
本
も
あ
り
、
よ
り
良
い

本
を
求
め
続
け
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。 

イ 

無
刊
記
本 
一
本
（
請
求
記
号0

9
8
-
8
8
0

〈
五
冊
〉
） 

ロ 

長
尾
平
兵
衛
版 
五
本
（0

9
8
-
8
7
0

〈
五
冊
〉
、0

9
8
-
8
7
1

〈
五
冊
〉
、0

9
8
-
8
7
2

〈
二
冊
〉
、0

9
8
-
8
7
3

〈
四
冊
〉
、0

9
8
-
9
3
5

〈
一
冊
〉
） 

ハ 

藤
野
九
郎
兵
衛
版 

七
本
（0

9
8
-
8
7
4

〈
四
冊
〉
、09

8
-
8
7
5

〈
二
冊
〉
、0

9
8
-
8
7
6

〈
二
冊
〉
、0

9
8
-
8
7
7

〈
二
冊
〉
、09

8
-
8
7
8

〈
二
冊
〉
、

0
9
8
-
8
7
9

〈
四
冊
〉
、0

9
8
-
9
3
8
〈
二
冊
〉
） 

ホ 

文
化
二
年
版 

二
本
（0
9
8
-
9
4
8

〈
二
冊
〉
、0

9
8
-
9
5
0

〈
二
冊
〉
） 

 

版
心
に
「
伊
拾
穂
一
」
か
ら
「
伊
拾
穂
五
」
と
あ
り
、
本
来
は
五
巻
で
あ
る
。
イ
ロ
の
う
ち
に
は
五
冊
本
が
あ
る
が
、
後
に
は
、
巻
四
・

五
を
合
わ
せ
て
四
冊
本
と
し
た
り
、
巻
一
・
二
を
一
冊
、
巻
三
か
ら
五
を
一
冊
と
し
て
二
冊
本
と
し
た
も
の
も
あ
る
。 

 

イ
ロ
ハ
の
巻
末
部
分
を
挿
図
１
～
挿
図
３
に
示
す
。
ロ
ハ
の
刊
記
は
こ
こ
に
あ
る
。 

 

刊
行
は
イ
ロ
ハ
の
順
で
あ
ろ
う
。
匡
郭
の
縮
小
も
文
字
の
欠
損
も
ほ
ぼ
イ
ロ
ハ
の
順
で
あ
る
。
一
例
の
み
例
示
す
る
（
挿
図
４
～
６
）
。

巻
四
第
二
四
丁
ウ
ラ
、
第
百
二
十
一
段
の
伊
勢
物
語
本
文
、 

 
 

返
し
、 

 
 
 

う
ぐ
ひ
す
の
花
を
ぬ
ふ
て
ふ
か
さ
は
い
な 
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の
傍
線
を
付
し
た
文
字
で
あ
る
。
イ
無
刊
記
本
（
挿
図
４
＝0

9
8
-
8
8
0

）
、
ロ
長
尾
版
の
一
部
（0

9
8
-
8
7
1

）
に
は
文
字
の
欠
損
は
見
ら
れ
な

い
が
、「
ふ
」
の
一
部
欠
損
（
挿
図
５
＝
長
尾
版0

9
8
-
8
7
0

）
、
「
し
」
「
う
」
「
ぬ
ふ
」
の
一
部
欠
損
（
挿
図
６
＝
藤
野
版0

9
8
-
8
7
9

）
の
よ

う
に
文
字
が
欠
損
し
て
い
く
。 

 

三 

周
令
の
跋
文 

  

以
上
の
よ
う
に
、
刊
年
が
明
ら
か
な
も
の
で
は
延
宝
八
年
八
月
版
が
最
も
古
く
、
無
刊
記
本
が
そ
れ
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

第
百
二
十
五
段
の
注
の
後
、
巻
四
最
終
の
第
二
六
丁
ウ
ラ
に
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
四
月
の
周
令
の
跋
文
を
も
つ
（
挿
図
７
）
の
で
、

遅
く
と
も
こ
の
頃
以
前
に
注
釈
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
跋
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

此
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
季
吟
所
撰
也
。
蓋
闕
疑
抄
之
外
、
或
師
説
、
或
異
説
、
或
又
拾
其
違
者
、
集
之
名
拾
穂
抄
云
。
属
者
装
背
此
一

書
冊
、
以
余
為
介
使
献
上
諸
太
上
法
皇
。
辱
有
叡
覧
。
豊
非
所
栄
哉
。
侃
以
書
其
後
矣
。 

 
 
 
 

寛
文
癸
卯
孟
夏
吉
辰 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

周
令
跋 

 

季
吟
が
撰
集
し
た
こ
の
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
は
、
幽
斎
の
『
闕
疑
抄
』
の
ほ
か
、
師
説
、
異
説
、
或
は
ま
た
こ
れ
と
違
う
説
を
拾
い

集
め
た
も
の
で
あ
り
、
近
ご
ろ
こ
の
一
書
冊
を
装
訂
し
、
自
分
が
使
と
な
っ
て
太
上
法
皇
（
後
水
尾
上
皇
）
に
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
辱
く

も
叡
覧
が
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
栄
誉
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
後
に
書
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

 

（
2
）

寛
文
三
年
の
時
点
で
板
本
『
拾
穂
抄
』
が
完
成
し
、
そ
れ
を
献
上
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
板
本
『
拾
穂
抄
』
が
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
を
す
べ
て
掲
げ
、
頭
注
・
傍
注
に
よ
っ
て
注
釈
を
施
す
型
式
に
な
っ
て

い
る
こ
と
の
新
し
さ
で
あ
る
。
板
本
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
の
型
式
は
、
万
治
・
寛
文
・
延
宝
の
頃
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、

 

（
3
）

季
吟
の
古
典
注
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釈
書
で
言
え
ば
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊
の
『
湖
月
抄
』
以
降
に
見
ら
れ
る
型
式
で
あ
っ
て
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
成
立
・
同

二
年
刊
の
最
初
の
板
本
『
大
和
物
語
抄
』
を
は
じ
め
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊
の
『
土
左
日
記
抄
』
、
寛
文
七
年
刊
の
『
徒
然
草
文
段

抄
』
、
寛
文
十
年
序
・
同
十
一
年
刊
の
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
で
は
、
本
文
を
い
く
つ
か
に
区
切
っ
て
掲
げ
、
そ
の
後
に
、
一
、
二
字
下
げ
て

注
釈
を
書
く
型
式
に
な
っ
て
い
る
。
寛
文
三
年
の
時
点
で
板
本
の
『
拾
穂
抄
』
の
よ
う
な
頭
注
・
傍
注
型
式
の
注
釈
書
を
成
し
て
い
た
と

は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。 

 

第
二
の
理
由
は
、
板
本
『
拾
穂
抄
』
が
い
わ
ゆ
る
諸
注
集
成
の
体
裁
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
序
文
に
、 

此
抄
に
『
一
』
と
つ
け
し
は
『
愚
見
抄
』
の
儀
也
。『
肖
』
は
『
肖
聞
抄
』
、『
清
』
は
『
惟
清
抄
』
、『
玄
』
は
『
闕
疑
抄
』
也
。
諸
抄

同
義
な
る
物
は
詞
す
く
な
き
を
用
侍
り
。 

と
、
引
用
し
た
諸
注
釈
の
名
を
列
記
し
て
い
る
通
り
、
板
本
『
拾
穂
抄
』
は
、
一
条
兼
良
の
『
愚
見
抄
』
と
、『
肖
聞
抄
』『
惟
清
抄
』『
闕

疑
抄
』
な
ど
の
宗
祇
・
三
条
西
家
流
の
注
釈
を
、
師
貞
徳
の
説
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
先
行
注
釈
書
と
師
貞
徳
の
説
を
ま
ず

引
用
し
、
そ
の
後
に
「
愚
案
」
「
私
云
」
の
形
で
自
説
を
述
べ
る
形
を
と
っ
て
い
る
（
こ
の
ほ
か
「
宗
祇
云
」
と
し
て
宗
祇
の
『
伊
勢
物
語
山
口

記
』
も
引
用
す
る
）
。
そ
し
て
諸
注
の
説
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
「
両
説
」
と
し
て
そ
の
両
方
を
引
用
し
、
一
致
す
る
場
合
は
一
書
で

代
表
さ
せ
て
「
諸
抄
同
」
な
ど
と
注
記
し
て
い
る
。
み
ず
か
ら
『
伊
勢
物
語
御
抄
』
を
著
し
、
し
ば
し
ば
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
も
し
た
後

水
尾
上
皇
で
あ
れ
ば
、
板
本
『
拾
穂
抄
』
が
引
用
す
る
よ
う
な
諸
注
は
当
然
所
持
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
上
皇
に
と
っ
て
は
貞
徳
と

季
吟
の
説
だ
け
で
良
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
板
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
諸
注
集
成
の
形
に
し
て
献
上
し
た
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
同
じ
く
後
水
尾
上
皇
へ
の
献
上
と
板
行
の
形
を
と
っ
た
『
土
左
日
記
抄
』
の
場
合
、『
季
吟
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
献
上
本
は
寛

文
元
年
七
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
一
日
に
執
筆
、
十
月
十
九
日
奏
覧
、
板
本
の
板
下
は
十
二
月
十
四
日
か
ら
執
筆
、
同
二
十
八
日
完
成
と

知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
皇
へ
の
献
上
の
後
、
改
め
て
坂
下
を
書
き
起
こ
し
た
の
で
あ
り
、「
奏
覧
の
本
と
は
所
々
か
は
れ
り
」
と
日
記
に
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書
い
て
い
る
。
『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
第
三
の
理
由
で
あ
る
。 

 
と
こ
ろ
で
『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
に
は
、
一
般
に
知
ら
れ
る
板
本
の
ほ
か
に
、
そ
れ
に
先
行
す
る
後
水
尾
上
皇
へ
の
献
上
本
が
あ
っ
た
。

献
上
本
そ
の
も
の
は
知
ら
れ
な
い
が
、
献
上
本
の
手
控
え
と
し
て
残
し
た
季
吟
所
持
の
本
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
本
が
現
存
す
る
。
新
玉

津
島
神
社
本「
伊
勢
物
語 

長
頭
丸
」
、
鉄
心
斎
文
庫
本「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
及
び
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
本「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
で
あ
る
。

 

（
4
）

 

 

三
本
と
も
に
寛
文
三
年
三
月
九
日
の
季
吟
の
奥
書
を
持
ち
、
新
玉
津
島
神
社
本
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
某
月
二
十
八
日
の
序
文
と
、

他
本
に
無
い
奥
書
を
持
つ
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
文
三
年
三
月
九
日
、
季
吟
は
周
令
を
介
し
て
天
皇
ま
た
は
そ
れ
に
准
ず
る
人
物
に
本
書

を
「
奏
覧
」
し
「
叡
覧
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
本
は
季
吟
自
筆
、
表
紙
に
彩
雲
翁
（
藤
田
友
閑
）
の
筆
で
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
と
外
題
し

た
も
の
で
、
使
に
立
っ
た
周
令
は
季
吟
所
持
の
本
に
跋
文
を
記
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
情
は
、
板
本
跋
文
の
い
う
と
こ
ろ
と
一
致

し
、
上
皇
へ
の
献
上
を
謳
う
板
本
の
跋
文
は
、
も
と
も
と
は
こ
の
季
吟
所
持
の
本
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

す
る
と
板
本
の
跋
文
は
、
板
本
の
成
立
と
は
関
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
板
本
成
立
の
下
限
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
八
月
で
あ
る

が
、
上
限
は
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
が
上
梓
さ
れ
た
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
以
降
、
お
そ
ら
く
は
『
湖
月
抄
』
の
出
た
延
宝
三
年
（
一

六
七
五
）
頃
以
降
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

四 

無
刊
記
本
の
一
本 

  

先
ご
ろ
入
手
し
た
無
刊
記
一
冊
本
は
、
こ
の
周
令
の
跋
文
を
持
た
ず
、
一
部
の
文
字
が
他
と
異
な
る
。 

 

該
本
は
、
他
本
で
跋
文
の
あ
る
巻
四
第
二
六
丁
ウ
ラ
を
白
紙
と
す
る
（
挿
図
８
）
が
、
オ
モ
テ
は
他
本
と
同
じ
く
第
百
二
十
五
段
の
注

が
あ
り
、
柱
も
彫
ら
れ
て
い
る
（
挿
図
９
）。
ウ
ラ
が
白
く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
点
で
は
ウ
ラ
に
は
ま
だ
何
も
彫
ら
れ
て
い
な
か
っ
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た
、
つ
ま
り
跋
文
は
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 
も
う
一
つ
異
な
る
部
分
は
、
巻
一
第
四
丁
ウ
ラ
最
終
行
、
総
論
を
述
べ
る
部
分
で
、 

 
 
 
 

此
物
語
の
う
た
の
事
、
故
人
の
説
々 

 
 

三
代
実
録
云
、
業
平
体
皃
閑
麗
放
縦
不
拘
略
無
才
学
克
作
和
哥
。 

 
 

古
今
和
歌
集
序
云
、
在
原
の
業
平
は
其
心
あ
ま
り
て
詞
た
ら
ず
。
し
ぼ
め
る
花
の
色
な
く
し
て
匂
ひ
の
こ
れ
る
が
ご
と
し
。 

 
 

 

紀
貫
之
の
此
論
を
業
平
の
う
た
は
い
ひ
た
ら
ぬ
所
あ
る
や
う
に
心
得
侍
る
は
ひ
が
事
也
。
三
十
一
字
の
数
さ
だ
ま
り
た
る
中
に

こ
ゝ
ろ
を
深
く
ふ
く
む
る
事
は
、
あ
る
は
て
に
を
は
に
こ
め
、
あ
る
は
詞
づ
か
ひ
を
よ
く
心
得
侍
る
故
也
。
業
平
は
天
性
其
骨
を
得

た
ま
へ
る
故
に
、
月
や
あ
ら
ぬ
と
い
ひ
、
わ
が
身
一
は
な
ど
い
ひ
て
其
心
詞
の
外
に
あ
ま
り
侍
る
也
。
（
下
略
） 

と
あ
る
う
ち
、
他
の
本
に
「
紀
貫
之
の
此
論
を
」（
挿
図
10
＝
イ
無
刊
記
本0

9
8
-
8
8
0

）
と
あ
る
部
分
が
「
此
貫
之
の
此
論
を
」（
挿
図
11

＝
架
蔵
）
と
な
っ
て
い
る
。
「
此
貫
之
の
此
論
を
」
は
稚
拙
と
し
て
「
紀
貫
之
」
に
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

該
本
は
、
板
本
が
一
応
の
形
と
な
り
周
令
の
跋
文
が
付
さ
れ
る
直
前
の
段
階
、
完
成
直
前
の
姿
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）『
国
文
学
註
釈
叢
書 

三
』（
名
著
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
、『
演
習 

伊
勢
物
語
―
拾
穂
抄
―
』（
片
桐
洋
一
、
青
木
賜
鶴
子
編
著
、

勉
誠
社
（
大
学
古
典
叢
書
６
）
、
一
九
八
七
年
）
に
翻
刻
。
『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』（
新
典
社
、
一
九
七
六
年
）
に
影
印
。
な

お
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成 

七
』「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄 

延
宝
八
年
刊
」（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
九
年
刊
行
予
定
）
に
も
翻
刻
掲

載
予
定
。 

（
2
）
拙
稿
「
「
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
の
成
立
」
（
『
女
子
大
文
学
〔
国
文
篇
〕
』
第
三
八
号
、
一
九
八
七
年
三
月
）
、
同
「
伊
勢
物
語
拾
穂
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抄
に
つ
い
て
」（
『
演
習 

伊
勢
物
語
―
拾
穂
抄
―
』
勉
誠
社
、
一
九
八
七
年
）
。
野
村
貴
次
氏
『
季
吟
本
へ
の
道
の
り
』（
新
典
社
、

一
九
八
三
年
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。 

（
3
）
片
桐
洋
一
氏
編
『
首
書
源
氏
物
語 

総
論
・
桐
壺
』
解
説
（
和
泉
書
院
、
一
九
八
〇
年
）。 

（
4
）『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊 

五
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
九
年
）
に
「
初
度
本
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
と
名
付
け
て
影
印

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成 

七
』「
初
度
本
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
」
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
九
年
刊
行
予
定
）

に
翻
刻
掲
載
予
定
。 

 

〔
付
記
〕 

※
本
研
究
は
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
資
料
の
基
礎
的
研
究
」（
代
表
・
小
林
健
二
教
授
）
及
び
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ

科
研
費
１
５
Ｋ
０
２
２
２
１
「
古
注
釈
・
挿
絵
を
手
が
か
り
と
し
た
中
世
伊
勢
物
語
受
容
史
の
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

※
板
本
の
刊
行
順
に
つ
い
て
は
、
神
作
研
一
教
授
に
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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挿
図
１ 

イ
無
刊
記
本
（0

9
8
-
8
8
0

）
巻
末 

 
 

 
 

挿
図
２ 

ロ
長
尾
版
（0

9
8
-
8
7
1

）
巻
末 

 
 
 

 
 

挿
図
３ 

ハ
藤
野
版
（0

9
8
-
8
7
9

）
巻
末 

      

挿
図
４ 

イ
無
刊
記
本
（0

9
8
-
8
8
0

）
四
24
ウ 

 
 
 

挿
図
５ 

ロ
長
尾
版
（0

9
8
-
8
7
0

）
四
24
ウ 

 
 

 
 

挿
図
６ 

ハ
藤
野
版
（0

9
8
-
8
7
9

）
四
24
ウ 

      （
拡
大
） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
拡
大
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（
拡
大
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挿
図
７ 
ロ
長
尾
版
（0

9
8
-
8
7
2

）
四
26
ウ 

 
 

 

挿
図
８ 

架
蔵
本 

四
26
ウ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

挿
図
９ 

架
蔵
本 

四
26 
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挿
図
10 

イ
無
刊
記
本
（0

9
8
-
8
8
0

）
一
４
ウ

挿
図
11 

架
蔵
本 

一
４
ウ

（
拡
大
）

（
拡
大
）



A Mu-kanki-bon, Ise Monogatari Shūsui-shō 

AOKI, SHIZUKO 

The Mu-kanki-bon (a printed book with no publication information) is 

considered as the oldest book among the printed books of Ise Monogatari 

Shūsui-shō, the annotated edition of Ise Monogatari by Kitamura Kigin. 

Books published by Nagao Heibee in August of Enpō 8 (1680) and books 

published by Fujino Kurobee in the same year/month are thought to be the 

second oldest. 15 of printed books including Mu-kanki-bon are in the 

Tesshinsai Collection, and they are valuable because many of them are 

early versions. 

Almost all existing versions have an afterword written by Shūrei in 

Kanbun 3 (1663) regarding the donation to the Emperor Go-Mizunoo. 

According to the colophon of the Ise Monogatari Shūsui-shō  (Kanbun early 

2) that was completed before printed books were published, Shūrei wrote an

afterword in the Kigin owning  book  after the donation. Then, this

afterword is thought to have been appended later to the printed books in 

publishing the printed books. 

The Mu-Kanki-bon that we obtained recently has no this afterword 

written by Shūrei, and some characters are different from others. In this 

article, we will discuss the early versions of the books focusing on the ones 

in the Tesshinsai Collection. 
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